
 

 

 

  



 

２ 

 

 
 

 

（１）計画策定の背景と趣旨 

町田市（以下、「本市」という。）では、「新・町田市子どもマスタープラン（２０１５

～２０２４年度）」に基づき、子ども施策を推進してきました。 

この間、国は「こども基本法」を成立させ、２０２３年１２月に、子ども施策の基本的

な方針を定めた「こども大綱」が閣議決定しました。同法第１０条では、「こども大綱」

を勘案した「市町村こども計画」の策定に努めることを市町村に求めています。 

本市においては２０２１年度にユニセフの「子どもにやさしいまちづくり事業（ＣＦＣ

Ｉ）」の実践自治体となり、「町田市子どもにやさしいまち条例（まちだコドマチ条例
ル ー ル

）」

の制定、子どもの居場所づくり、子どもの参画についての先駆的な取組を推進してきまし

た。更に課題への対応として、子ども家庭センターの設置、（仮称）子ども・子育てサポ

ート等複合施設の整備、子育て家庭への経済的支援など様々な取組を推進しています。 

このような背景を踏まえ、２０２４年度をもって「新・町田市子どもマスタープラン」

の計画期間が終了することから、新たに「町田市子どもマスタープラン２５－３４」を策

定します。 

 

（２）計画策定の視点 

本計画は次の３つの視点で策定し、「子どもにやさしいまち」を推進していきます。 

⚫ 子ども視点のまちづくりの更なる推進 

⚫ 「子どもにやさしいまちづくり事業（ＣＦＣＩ）」との一体的な運用 

⚫ 「町田市子どもにやさしいまち条例（まちだコドマチ条例
ル ー ル

）」の推進 

 

（３）計画の対象 

本計画の対象は、主役である子どもと、若者、保護者や家庭※1、地域です。地域には、

そこに暮らす個人や団体、事業を営む者も含まれます。 

子どもについては、１８歳未満の者を指しますが、成長や発達は様々であるため、１８

歳以上の者も対象となることがあります。 

また、若者は、概ね３０歳未満の者を指します。 

 

※1 児童養護施設等を含む。  

１  計画の概要 
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（４）計画の位置づけ 

本計画は、本市における子ども施策の基本計画及び、その行動計画として策定し、子ど

も分野の計画を網羅した総合計画に位置づけています。 

 

■関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）計画の期間 

理念や方針、目標を示す「基本計画」（１０年）と、施策の方向性や取組を示す「行動

計画」（５年）とします。 

 

 

 

 

 
 
 

※2 「町田市子ども発達支援計画」を含む。 

※3 「町田市こども計画」「町田市次世代育成支援対策行動計画」「町田市子ども・子育て支援事業計画」

を含む。  

203420332032203120302029202820272026202520242023年度

基本計画・基本構想

子ども分野の計画

まちだ未来づくりビジョン2040（2022年度～2039年度）

新・町田市
子どもマスター
プラン
（2015年度～

2024年度）

町田市子どもマスタープラン25-34

前期行動計画 後期行動計画

基本計画

各分野の主要な計画 

【 上 位 計 画 】 ま ち だ 未 来 づ く り ビ ジ ョ ン

２ ０ ４ ０  

◆ 町田市地域防災計画
◆ 一人ひとりがその人

らしく生きるまちだ
プラン

◆ 町田市スポーツ
推進計画

◆ 町田市産業振興計画
◆ 町田市環境マスター

プラン
◆ 町田市都市づくり

のマスタープラン
など

教育
分野

福祉
分野

健康
分野

その他

子ども分野

子どもマスタープラン２５－３４
◆ 町田市教育プラン
◆ 町田市子ども

読書活動推進計画

◆ 町田市地域
ホッとプラン

◆ 町田市障がい者
プラン

◆ まちだ健康づくり
推進プラン

基本計画
（１０年）

行動計画
（前期５年／後期５年）

根拠となる法令

町田市子どもに
やさしいまち条例

こども基本法（こども大綱）

次世代育成支援
対策推進法

子ども・子育て支援法

こどもの貧困の解消に向けた
対策の推進に関する法律

子ども・若者
育成支援推進法

※２ 

※３ 
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（１）計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２  計画の基本的な考え方 

基本計画
（２０２５～２０３４年度）

【基本方針】【基本理念】

＝【目指す姿】

子どもに

やさしいまち

の実現

１ 子どもが自分らしく成長し、

一人ひとりの魅力を

輝かせている

２ 子どもが家庭の中で

笑顔に包まれ、

豊かに育っている

３ 子どもが地域を身近に感じ、

地域に愛着を持っている

子どもが「やりたい！」を

見つけ、挑戦できるまち

みんなが笑顔で安心して、

子どもと一緒に過ごせるまち
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【基本施策】【基本目標】

（１）豊かな学びの推進 

（２）教育・保育の質の向上 

（３）心身の健やかな成長のための支援 

１ 子どもが、人との関わりや
様々な経験を通して
成長している

（１）「子どもの権利」の普及・啓発 

（２）子ども・若者の悩みに対する支援 

（３）子どもの権利侵害の防止と適切な支援 

（１）子どもの意見表明・参画する機会の確保 

（２）子どもの成長に応じた支援 

（３）子どもや若者の社会的自立に向けた支援 

２ 自分らしさが尊重され、
すべての子どもや若者が
活躍している

３ 「子どもの権利」が
大人にも子どもにも認知され、
定着し、守られている

１ 安心して出産を迎え、

子育てできる

２ 仕事をしている保護者が、
子育てに喜びを感じることが
できる

３ ニーズに合った支援を
受けることができる

（１）子どもの発達に支援が必要な家庭への支援 

（２）ひとり親家庭・貧困家庭への支援 

（１）妊娠期からの子育て支援 

（２）子育ての相談・支援 

（１）保育サービスの充実 

（２）男女共同の子育ての推進 

１ 子どもを見守る大人が増え、

子どもが大切にされている

２ 子どもがのびやかに

過ごせる環境が整っている

（１）体験活動の場や居場所の充実 

（２）子どもの安全・安心の確保 

（１）地域住民・事業者との連携 

（２）地域人材の発掘と育成 

前期行動計画
（２０２５～２０２９年度）
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（２）基本理念 

 

 

子どもが健全に育つためには、安全・安心で快適な環境、豊かな学びや遊びの機会、 

周囲の人との関わりを確保することが重要です。そのためには、子どもを取り巻く全体で

子どもの「子育ち」や家庭の「子育て」を支え、子どもが自分らしく育つ環境をつくる必

要があります。 

また、「子どもにやさしいまち」は、子どもにとって安全・安心で過ごしやすく、地域

住民や事業者が多様性を尊重し、お互いに支えあっているまちです。これは、年齢や性

別、障がいの有無等にかかわらず、誰一人取り残さない社会につながります。 

このような考えのもと、共生社会の形成にもつながる、「子どもにやさしいまちの実

現」を基本理念として掲げます。 

そして、「子どもにやさしいまち」がどのようなまちなのか、どのようなまちだと「子

どもにやさしいまち」だと思うのか、子どもを中心に、若者や大人にもヒアリングを行

い、その結果を基に、まちの姿（目指す姿）を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが「やりたい！」を見つけ、挑戦できるまち 

子どもの「やりたい！」は様々な体験や学び、周囲の人との関わりの中から生まれま

す。そして、「やりたい！」への挑戦は、子どもの成長のためには欠かせません。 

子どもを取り巻く大人は、子どもが「やりたいこと」を見つけ、挑戦できるように、

また、例えうまくいかなくとも、何度でもやり直すことができるように、子どもを支

援していく必要があります。 

 

みんなが笑顔で安心して、子どもと一緒に過ごせるまち 

子どもが笑顔でいるためには、子どもだけではなく、子どもを取り巻く大人も笑顔

でいることが必要です。そして、みんなが笑顔でいるためには、安全・安心な生活環

境や居場所があることが重要です。  

子どもにやさしいまちの実現 

 

目指す姿 

子どもが「やりたい！」を見つけ、挑戦できるまち 

みんなが笑顔で安心して、子どもと一緒に過ごせるまち 
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（３）基本方針・基本目標 
 

子どもが自分らしく成長し、 

一人ひとりの魅力を輝かせている 

子どもが主体的に行動し、個性豊かに成長することで、子どもの持つ魅力は輝きを増

していきます。子どもの主体性を大事にするために、子どもの声をよく聴き、子ども

の意見を尊重することが重要です。 

 

基本目標１ 子どもが、人との関わりや様々な経験を通して成長している 

基本目標２ 自分らしさが尊重され、すべての子どもや若者が活躍している 

基本目標３ 「子どもの権利」が大人にも子どもにも認知され、定着し、守られている 

 

 

子どもが家庭の中で笑顔に包まれ、 

豊かに育っている 

家庭において、保護者が子育てに喜びを感じ、子どもと笑顔で接することができる

と、喜びや笑顔が子どもに伝わります。保護者が安心して子どもと過ごすことがで

き、家庭に笑顔があふれるようなまちであることが重要です。 

 

基本目標１ 安心して出産を迎え、子育てできる 

基本目標２ 仕事をしている保護者が、子育てに喜びを感じることができる 

基本目標３ ニーズに合った支援を受けることができる 

 

 

子どもが地域を身近に感じ、 

地域に愛着を持っている 

地域住民や地域団体、事業者、市役所が協力し合いながら、子どもや子育て家庭に対

して理解を深め、関わりを持つことで、子どもと地域につながりが生まれ、子どもは

地域を身近に感じ、愛着を持つようになります。子どもが「これからも住み続けた

い」と思うまちになるように、地域全体で取り組んでいくことが重要です。 

 

基本目標１ 子どもを見守る大人が増え、子どもが大切にされている 

基本目標２ 子どもがのびやかに過ごせる環境が整っている 

基本方針 １ 

基本方針 ２ 

基本方針 ３ 



 

８ 

 
 
 
⚫ 本市の総人口は、年少人口（０～１４歳）の減少と老年人口（６５歳以上）の増加

により、ほぼ横ばいで推移しています。今後は、年少人口と生産年齢人口（１５～ 

６４歳）が減少し、総人口はゆるやかな減少傾向が見込まれます。【グラフ１参照】 

⚫ ０～１４歳の転入超過数は、近年では全国で１０位以内に位置しています。 

２０２３年は８５６人で、２年連続で全国２位になっています。【グラフ２参照】 

⚫ 出生数は年々減少しています。また、２０２３年の本市の合計特殊出生率は 

１．１１で、多摩２６市中１０番目となっています。 

⚫ 保育所等の待機児童数は、近年では２０１７年が最も多く、それ以降大きく減少して

います。２０２４年には２８人となり、２０１７年の約８分の１に減少しています。 

⚫ 不登校児童生徒数は、ともに年々増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  子どもを取り巻く環境 

■グラフ１  年齢３区分別人口推移（各年４月１日現在） 

資料：住民基本台帳 

■グラフ２  ０～１４歳の転入超過数と全国順位の推移 

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」 
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子どもが自分らしく成長し、一人ひとりの魅力を輝かせている 

 

基本目標１ 子どもが、人との関わりや様々な経験を通して成長している 

基本施策（１） 豊かな学びの推進 

子どもが、学びや遊びの中で自身の個性を磨き、健やかに成長していけるように、様々な体験 

活動や、町田ならではの学校教育を充実させます。 

主な

取組 

１ 特別支援学級の整備 

２ 教育支援センター 

３ 不登校児童生徒の学習環境の整備 

４ 子どもセンター・子どもクラブ・子ども創造キャンパスひなた村事業 

（子育ち支援事業） 

５ 「えいごのまちだ」の推進 

基本施策（２） 教育・保育の質の向上 

子どもの教育・保育に関わる人材の育成や、環境整備を進め、子ども一人ひとりに合わせた 

教育・保育の提供につなげます。 

主な

取組 

６ 保育の質の向上推進事業 

７ 教育・保育施設等における研修の実施 

８ ＩＣＴ教育の推進 

９ 児童生徒の「学び続ける力」を高めるための授業の改革 

１０ 放課後児童支援員の資質向上 

１１ 学童保育クラブ巡回アドバイザー 

１２ 子どもセンター・子どもクラブ等職員研修 

基本施策（３） 心身の健やかな成長のための支援 

食事やスポーツなどに楽しみながら触れる機会を設け、子どもの健全な発育と成長を支援 

します。 

主な

取組 

１３ 公立保育園における食育の推進 

１４ 健康教育の推進 

１５ 楽しく運動する機会の充実 

 

基本目標２ 自分らしさが尊重され、すべての子どもや若者が活躍している 

基本施策（１） 子どもの意見表明・参画する機会の確保 

子どもが市の様々な取組に対して意見表明・参画できる機会を確保するとともに、子どもの 

意見を尊重する仕組みづくりを進めます。 

主な

取組 

１６ 子どもセンター事業（子ども委員会） 

１７ 子どもの参画事業 

 

４  施策の展開 
基本方針 

１ 



 

１０ 

基本施策（２） 子どもの成長に応じた支援 

子どもの成長は人それぞれであるため、すべての子どもが様々な活動に参加し、健やかに成長し、

社会生活を送れるように、一人ひとりの成長に応じた支援を行います。 

基本施策（３） 子どもや若者の社会的自立に向けた支援 

将来の社会を担う子どもや若者が自分自身の能力や適性を伸ばすとともに、可能性を引き出し、

社会で活躍できるように、将来を見据えた教育や支援を行います。 

主な

取組 

１８ まちだキッズアントレプレナープログラム 

１９ 高校生向け知財教室 

２０ 若者の就労支援 

 

基本目標３ 
「子どもの権利」が大人にも子どもにも認知され、定着し、 

守られている 

基本施策（１） 「子どもの権利」の普及・啓発 

「子どもの権利」について規定している「まちだコドマチ条例
ルール

」を広く周知することで、 

「子どもの権利」についての理解を広げ、それを守るための実践へとつなげていきます。 

主な

取組 
２１ 「まちだコドマチ条例

ル ー ル

」の普及・啓発活動 

２２ 「まちだコドマチ条例
ル ー ル

」の eラーニング 

基本施策（２） 子ども・若者の悩みに対する支援 

多様化しつつある子ども・若者の悩みについて、相談窓口の充実を図ります。また、子どもが 

相談しやすくなるように、学校、電話、ＳＮＳなどを活用し、相談方法の充実にも努めます。 

主な

取組 

２３ まこちゃんダイヤル 

２４ こころの相談 

２５ 教育に関する相談機会の充実 

２６ スクールソーシャルワーカーの派遣 

基本施策（３） 子どもの権利侵害の防止と適切な支援 

「子どもの権利」が侵害されることがないように、関係機関で連携して、いじめや虐待などの 

予防、早期発見、早期対応に取り組みます。 

主な

取組 

２７ いじめ防止対策の推進（町田市いじめ防止基本方針） 

２８ 子育て支援ネットワーク連絡会（地域ネットワーク会議） 

２９ 児童虐待相談対応 
 

  



 

１１ 

 

子どもが家庭の中で笑顔に包まれ、豊かに育っている 

 

基本目標１ 安心して出産を迎え、子育てできる 

基本施策（１） 妊娠期からの子育て支援 

妊婦や赤ちゃんの状況に応じた支援や情報提供を行い、安心して出産を迎え、赤ちゃんと 

笑顔で過ごせるように支援します。 

主な 

取組 

３０ 出産・子育てしっかりサポート面接 

３１ 妊婦健康診査 

３２ こんにちは赤ちゃん訪問 

３３ 利用者支援事業 

基本施策（２） 子育ての相談・支援 

子育て家庭の負担や不安を軽減し、子どもと過ごす時間を楽しめるように、子育てに関する 

相談や情報提供、学習プログラムの提供等を行います。また、子育て家庭の孤立化を防ぐため、 

子どもや保護者が交流できる場の提供や、身近な認可保育所等とのつながりづくりを推進 

します。 

主な

取組 

３４ 乳幼児健康診査 

３５ 育児支援ヘルパー 

３６ マイ保育園 

３７ 子育てひろば 

３８ 家庭教育支援事業 

３９ まちだ子育てサイト 

４０ ファミリー・サポート・センター 

４１ ショートステイ（宿泊保育）、トワイライトステイ（夜間保育） 

４２ 養育支援訪問事業 

４３ 一時預かり事業  ア 幼稚園型一時預かり 

４４ 一時預かり事業  イ 一時保育 

４５ 市内保育所の保育士等の人材確保 

 

基本目標２ 仕事をしている保護者が、子育てに喜びを感じることができる 

基本施策（１） 保育サービスの充実 

すべての保育を必要としている子育て家庭が、希望の保育サービスを受けられるように、 

各家庭の状況やニーズに応じた保育サービスの充実を図ります。 

また、子どもを安心して預けることができるように環境の整備を進めます。 

主な 

取組 

４６ 幼児教育・保育施設の整備 

４７ 送迎保育ステーション 

４８ 延長保育 

４９ 病児・病後児保育 

５０ 学童保育クラブの施設環境づくり 

５１ 学童保育クラブへの入退室管理システムの導入 

基本方針 

２ 



 

１２ 

基本施策（２） 男女共同の子育ての推進 

様々なライフスタイルがある中で、男女が共に働き方や、家庭内での分担を考え、家事や子育て

をしていくことが重要です。男性の育児参加は進みましたが、家庭のことは女性に負担が偏る 

傾向にあります。男女共に子育てに取り組みやすくなるように、一緒に育児について学び、 

保護者同士で交流できる場を確保します。 

主な

取組 

５２ 両親学級 

５３ 父親対象育児講座 

 

基本目標３ ニーズに合った支援を受けることができる 

基本施策（１） 子どもの発達に支援が必要な家庭への支援 

発達に支援が必要な子どもがいる家庭が、不安や負担を抱え込むことなく子育てできるように、 

支援の充実を図ります。 

基本施策（２） ひとり親家庭・貧困家庭への支援 

ひとり親家庭や経済的な困窮を抱えている家庭が安定した生活を送れるように、家庭の自立に 

向けた支援や、相談窓口の充実等を図ります。 

主な

取組 

５４ ひとり親相談 

５５ 子どもの学習・生活支援 

５６ 生活困窮世帯等の就労支援 

 

  



 

１３ 

 

 
子どもが地域を身近に感じ、地域に愛着を持っている 

 

基本目標１ 子どもを見守る大人が増え、子どもが大切にされている 

基本施策（１） 地域住民・事業者との連携 

地域人材や、事業者の特性を活かしたイベントや活動を実施することで、子どもが地域との 

関わりの中で成長する機会を提供します。 

主な 

取組 

５７ 地域と連携した教育活動 

５８ 「まちとも」等と連携した放課後のスポーツ推進 

５９ 子どもセンター事業（地域連携事業） 

６０ 子どもセンター事業（イベント事業） 

６１ 青少年健全育成等サポート事業 

６２ 子ども食堂ネットワーク 

基本施策（２） 地域人材の発掘と育成 

地域には特別な技能を持った人、地域での活躍を希望する人など、多様な人材がいます。 

このような人材が地域の支援者としてボランティアなどの活動を通して活躍できるように、 

人材の育成や機会の提供を行います。 

主な 

取組 

６３ 地域子育て相談センター事業（地域人材活用） 

６４ 冒険遊び場プレーリーダー養成講座 

 

基本目標２ 子どもがのびやかに過ごせる環境が整っている 

基本施策（１） 体験活動の場や居場所の充実 

子どもが地域住民と関わりながら様々な体験を通して成長できるように、体験活動の場や、 

プログラムを充実させます。また、すべての子どもがその日その時に過ごしたいと思える居場所

が見つかるように、子どもの声を聴きながら、居場所の充実や、情報発信に取り組みます。 

主な 

取組 

６５ 放課後子ども教室「まちとも」 

６６ Nature Factory 東京町田 

６７ 子どもクラブの整備 

基本施策（２） 子どもの安全・安心の確保 

地域で生活する子どもや家庭が安全に安心して日常生活を送ることができるように、子どもへの 

交通安全教室の実施のほか、地域での見守りや、環境整備を進めます。 

また、災害時に保護者が正確な情報を迅速に取得し、子どもの安全を確保できるように、情報 

伝達訓練を実施します。 

主な

取組 

６８ 通学路の安全点検 

６９ 協働パトロール（防犯） 

７０ 災害時情報伝達 
 

基本方針 

３ 



 

１４ 

 
 
 

（１）子ども・子育て支援事業計画 

 「子ども・子育て支援事業計画」は、「子ども・子育て支援法」に基づき、幼児期の教

育・保育、地域の子育て支援について策定する需給計画です。計画期間を５年とし、保育

所や幼稚園の整備等に係る「教育・保育事業」及び地域における子育て支援施策に係る

「地域子ども・子育て支援事業」について、現在の利用状況や今後の利用ニーズなどを踏

まえ、保育サービスなどの量の見込み、確保の内容及び実施時期等を定めています。 

 「教育・保育事業」及び「地域子ども・子育て支援事業」は、子ども・子育て支援新制

度に基づき、すべての地方自治体で実施されています。「地域子ども・子育て支援事業」

は、全国一律の事業ではあるものの、具体的な実施方法は、各自治体の実情に応じるもの

とされています。 

 

 

（２）教育・保育事業 

待機児童解消や多様な教育・保育ニーズへの対応を図るため、既存施設を活用しつつ、

保育所等を確保していきます。なお、施設整備にあたっては、社会資源や子どもの数の変

化、財政状況を踏まえて、市全体として柔軟に取り組むこととします。 

子ども・子育て支援事業計画において、市町村は、地理的条件、人口、交通事情その他

の社会的条件、現在の教育・保育の利用状況などの条件を総合的に勘案し、小学校区単

位、中学校区単位、行政区単位等、地域の実情に応じて、保護者や子どもが居宅より容易

に移動することが可能な区域を設定することとされています。本市における教育・保育事

業は、各地域子育て相談センターをはじめとする子ども施策のいくつかで活用している、

堺・忠生・町田・鶴川・南の５地域を提供区域とします。 

 

 

（３）地域子ども・子育て支援事業 

保護者の就労の有無にかかわらず、すべての子どもと子育て家庭を対象に、ニーズに応

じた多様かつ総合的な子育て支援の充実を図るため、「子ども・子育て支援法」では１８

の事業を「地域子ども・子育て支援事業」と定め、計画的な提供体制を確保することとし

ています。 

地域子ども・子育て支援事業については、現状においても広域利用が行われ、区域設定

の考え方になじまないため、市内全域を一つの提供区域として設定しています。 

５  第３期町田市子ども・子育て支援事業計画 



 

１５ 

 

 

 

（１）計画の推進 

本計画が基本理念として掲げる「子どもにやさしいまち」は、市のみで実現できるもの

ではありません。市民、家庭、子どもに関わる施設、地域、事業者、市など、社会全体が

連携し、それぞれの立場で何ができるかを考え、実践していくことにより実現します。 

それぞれの主体が役割を認識し、共通の目標のもとで、共に行動に移していけるよう

に、市民や関係機関と連携しながら計画を推進していきます。 

 

（２）計画の進行管理 

本計画を効率的に推進していくために、「ＰＤＣＡサイクル」を活用し、毎年度、各事

業の進捗評価、改善を通して、計画の進行管理を図ります。 

新たな取組として、計画の評価にユニセフの「子どもにやさしいまちづくり事業（ＣＦ

ＣＩ）」における評価項目を取り入れます。ＣＦＣＩは世界的な活動であり、本市はユニ

セフから承認を受けている６自治体のうちの１市です。子ども施策の評価に、グローバル

スタンダードな評価基準を取り入れ、「子どもにやさしいまち」の実現を目指します。 

 

（３）推進体制 

外部の有識者や関連団体、市民（保護者）などで構成された附属機関である「町田市子

ども・子育て会議」により、計画の評価結果について審議を行い、答申を受けます。答申

内容を基に、市は改善や見直し等の対応策の検討を行います。 

改善や見直しを行うにあたっては、庁内のすべての部署が組織横断的に取組を進めるた

め、関係各部署により構成される「（仮称）子ども・子育て庁内推進会議」の立ち上げを

検討します。市のすべての取組において「子どもにやさしいまち」の実現に向けた視点を

持ち、本計画を推進します。 

 

（４）計画の進行状況の公表 

計画の進行状況について、実施状況の点検・評価・改善結果を町田市子ども・子育て会

議の審議を経た後、毎年度、市のホームページで市民にわかりやすく公表します。公表す

ることにより、市民や関係機関への周知に努めます。 

６  計画の推進 
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